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●
申
込
書
類

　
入
所
該
当
児
童
（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜

平
成
29
年
12
月
31
日
生
）
の
保
護
者
に
申
し

込
み
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書
に
は
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
送
付
さ
れ
る
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
入
所
要
否
の
決
定

　
申
込
書
類
を
調
査
の
う
え
、
後
日
通
知
し

ま
す
。

●
保
育
料

　
・
３
歳
以
上
児…

全
額
免
除

　
・
３
歳
未
満
児…

半
額
免
除

※

町
内
在
住
で
町
内
の
施
設
へ
入
所
の
場
合

生
計
主
宰
者
（
保
護
者
）
の
市
町
村
民

税（
所
得
割
課
税
額
合
算
）
に
よ
る
判

定
と
な
り
ま
す
。
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せ
先

　

八
峰
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
77‐

２
７
２
８

新
年
度
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入
園
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を
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し
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す

新
年
度
の
入
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集
し
ま
す

 

〜
受
付
は
１
月
31
日（
水
）ま
で
〜

　
新
年
度
の
子
ど
も
園
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
方

は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
又
は
各
子
ど
も
園
に
「
入
所
申
込
書
（
支
給
認
定
申

請
書
）
等
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

落雪によるガス漏れ・油流出事故にご注意を！

年末年始特別警戒を実施します

注意！冬のお風呂の死亡事故

落雪によるガス漏れ・油流出事故にご注意を！
　これから本格的な降雪期を迎えるにあたり、屋根からの落雪によるプロパンガスボンベやホームタンクの転
倒、配管の損傷による危険物・ガス漏えい事故の発生が心配されます。
　次の事項に注意し、降雪期における雪害対策をお願いします。

〈共通〉
・配管の損傷防止やタンク・ボンベの転倒防止を図ること。
・雪下ろしの際は、お隣のホームタンクやガス設備にも注意すること。
・屋根からの落雪があった時は、一度確認すること。
〈ホームタンク〉
・注油や移し替えの際は、その場を離れないこと。
・残油量は常に確認しておくこと。
・万が一流出した場合は、速やかに消防署、警察、町、保健所等
に通報すること。

〈ガスボンベ〉
・緊急時に容器バルブを閉止できるように、ガス設備周りの通路
を除雪により確保しておくこと。

年末年始特別警戒を実施します
　年末年始における買い物客で混雑が予想される店舗では、火災が発生した場合、甚大な被害が予想されます。
また、昨年12月22日に発生した新潟県糸魚川市の大規模火災は、市街地中心部の木造建物密集地であったこ
とから、管内の類似する地域を特別警戒し、住民の警戒心の高揚を図り、火災の未然防止を呼びかけます。

【期間】〈八峰消防署〉平成29年12月23日（土）から平成30年1月3日（水）までの
　　　　　　　　　　　 12日間　　午前、午後　各１回
　　　　〈　消防団　〉担当区域の警戒を適宜実施
　※当日の気象状況等により適宜警戒時間を変更することがあります。

注意！冬のお風呂の死亡事故
　近年、入浴中の事故により亡くなられている方は増加傾向にあり、その９割以上が高齢者の方です。
入浴中の事故は冬の寒い時期に多いことから、事故を未然に防ぐため次の点に注意しましょう。
入浴中の事故防止 注意点
・入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。
・湯温は41℃以下、湯につかる時間は10分までを目安にしましょう。
・入浴の前後は、しっかり水分補給しましょう。
・入浴中は急に立ち上がったりせず、転倒防止に努めましょう。
・声かけを習慣化し、家族ぐるみで事故を防ぎましょう。
※体調が悪い、お酒を飲んだ、睡眠薬を飲んだ時は入浴を控えましょう。

お風呂場でぐったりしている人・溺れている人を発見したら、救急車を！

■問合せ先　　八峰消防署　☎76－3119

消防署からのお知らせ

注意事項
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